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戦後における京都市地域の製材業の変遷とその要因

幡 建樹・荻 大陸・岩井吉粥

The Transition of Lumber Industry in Kyoto City after the World War II 
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本報告では，戦後における京都市製材業の変2撃を明らかにするとともに，変遷の袈睦!の分析を

行った。その結巣，以下のことが明らかとなった。

(1) 鰐嬰の拡大期にあったにもかかわらず，京都市の製材品生産量が昭和46年から減少し始め

たのは，米ツガ角類およびヒノキ役柱を主体とする他地域で生産された間格競争力の高い製材品

が大援に移入されるようになったためである。

(2) 第一次オイルショックから昭和50年代にかけての製材品生成抵の減少は，幣袈が大曜に減

少したことに加え，地地域から倒格競争力を持った北洋材板・小部鎖が移入されるようになった

ためである。

(3) 昭和60年代における製材品生躍設の減少は，主として，儲格競争力を持った米マツ横架材

の規格品が他地域から;移入されるようになったためである。

(4) 現夜，京都市の製材機能が瞬峨地域に集中しているのは，市街化の進行に地域琵があった

こと，および雌峨地域の製材工場が新たな欝裂と積極的に結びついていったことによるものであ

る。

はじめに

京都市は，かつては大阪市を中心とした市外地域へと製材品を出荷するほど製材業が蟻んな地

域であった。ところが，現在では，製材品生産援は大きく減少し，市内で消費される製材品のか

なりの部分を移入製材品に頼っている。京都市の製材工場への紫材入荷殺をみると，最も多かっ

た昭和45年には49万ばであったが，現悲では11.4万ぱとピーク時のわずか23%にまで減少してい

る。しかし，京都市における製材業衰退の過粧やその要閣は腕らかにされていない。

本報告では，戦後における京都市地域の製材撲の変遷を明らかにするとともにその喪服を検討

した。なお，京都市地域の製材業に関する統計資料や文献はわずかしか容殺しないので，主とし

て，製材工場 9社，原水T/:i売市場4社，製品市売市場 1をt，かつて製材経営を行っていた木材販

売業社4社の，計四社に対する閉さ取り調査をもとに研究を行った。調査に御協力頂いた方々に

深く謝意を表したい。

戦前の京都市地域の製材業

戦後の京都市地域の製材業の変濯を述べるi'Iijに，戦前期の動向について述べておく必裂がある。
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なぜなら，戦前期に形成された製材経営形態が，戦後の経営展開の基礎となっているからである。

そこで，まず開き取り調査結果および文献ト3)より，戦前における京都市製材業の動向について

整理する。

京都市において製材機を用いた製材が始まったのは明治時代中期である。製材機弱体は江戸時

代米から輸入されていたが，それまでは造船工場などで使用されていただけで，一般建築用材は

全て木挽きによって乎鋸で製材されていた。ところが明治27年に始まった日露戦争を契機に製材

機が一般製材工場においても使用されるようになり，朱雀野村(現中京区壬生)において自家発

による電気製材が開始された。その後，千本地域4)および離峨地域5)にそれぞれ数工場ずつ製

材工場が現れるが，大正初期まではその数は少なく，依然として木挽き製材が中心であった~

製材機による製材が本格的に始まったのは大正 6，7年頃である。閣麗製材機の兜成と第一次

世界大戦による景気の上昇により， ~控j峨地域を中心に数多くの製材工場が開設された 1)。当時の

閤鹿材販木の輸送手段は鉄道と筏が中心であったため，製材工場は鉄・選焚車および筏が到着する

地域，すなわち雌i峨および千本地域に集中していた。また，大正末期になると京都における米材

の集散地となった伏見地域6)にも米材を主体とする製材工場が開設されるようになった。

このように原木輸送条件に規定されてこれら 3地域に製材工場が集中して存在するようになっ

たのである。ここで当時の原水流通およびその輸送手段について整理しておこう。

当時，京都市へは丹波材を中心とした国産材が大部分ではあったが，外材も少なからず供給さ

れていた。厳*輪送には鉄道，筏，船という 3つの手段があり，原木の撲出地やサイズによって

その輪送手段は異なっていた。鉄道によっては船井郡や由良川流域といった京都府中部地域を中

心として金隈各地から闘鹿材原木が供給されただけでなく，大E反や舞鶴等の外材輸入港から米材

や北洋材も供給され，ニ条駅， n艶繊駅，桃山駅で荷降ろしされていた。但し，鉄道によって輸送

が可能な材は 6m程度までの:隠さのものであった。そのため， 12mといった長尺材は鉄道では

輸送できず，淀川医l船のご三十石船で伏見港へと運ばれ，周辺の製材工場で加工された後，牛車で

京都市内を中心とした周辺地域へ出荷されていた。また，筏によっては鉄道が通っていない北桑

田郡を中心とした大堰川水系から原木が供給され，際峨で陸揚げされていた。

すなわち， I議足立材厳木は鉄滋もしくは筏によって主としてl鞍峨・千本地域に，外材結尺材(6 

m程度米満，半製品を含む)は鉄道により陸蛾・千本・伏見地域に，外材提尺材(l2m，半製

品を含む)は淀川閥船によって伏見地域に供給されていたのである。なお，製材工場の閤鹿材販

木の入手方法は，議材生産業者からの臨接購入や立木闘いが中心であり，原水卸売業者そ通じた

原水仕入れはあまり行われていなかった。

最後に， I鞍i峨，千本，伏見の 3地域においてはどのような製材経営が行われていたかを述べる

ことにする。

i臨織地域では，スギ，マツ，ヒノキといった間態材および米マツを中心とした外材から一般建

築用材が，またマツおよび北洋材から製商用材が製材され，京都市内および大抜方閣の開殿・小

売!苫へと出荷されていた。

千本地域では挫峨地域と持機の原木から一般建築照材や建具用材が製材され，京都市内の問

・小宛};5や雄主主業者へと出持されていた。

伏見地域では米マツを中心とした外材長尺材から，学校等の大規木造建築物に使用された梁・

桁や長柱が製材され，京都市内を中心に大津や大阪北東部の小売結へと出荷されていた。また，

大綱り等の半製品加工も行われ，伏見を中心とした京都市内の製材工場へと出荷されていた。

このように峨峨，千本，伏見の 3地域では原木樹離(概観)や製材品開，製品出荷先に相違が

みられ，それぞれの地域で特色ある製材が行われていた。まず，鉄道および筏という 2つの原木
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輸送手段そ持っていたために原木が盤留に供給された般職地域では，少品種護産型の工場が多く，

京都市内だけでなく大阪方面へも製品出荷が行われていた。一方，市街地すなわち関市内に近か

った千本地域では，沼市内の製材品鶴袈に対応、した多品積生蔵型の工場が多く，製品販売先は京

都市内に限られていた。また，外材長尺材の11陸…の入荷地であるという立地条件を活かし，伏見

地域では外材長尺材の製材・が行われていた。つまり，嵯峨地域の工場が産地製材的性格を，また

千本地域の工場が消費地製材的性格を，伏見地域の工場は特殊材生産という性格を持っていたの

である。

このような状況は昭和10年頃まで続いた。ところが，昭和10年代に入ると，原木および製品の

輸送手段としてトラックが登場したことと，支那事変(昭和12年)が超こり軍事用材の幣嬰が増

加したこととがあいまって，製材工場数が急増した。

しかしながら，昭和17年には木材統制がしかれ，製材工場はすべて統制会社に吸収された。そ

して生産性の高いこE場のみが活用工場として利用され，それ以外は休止工場あるいは擬止工場と

して操業を中止することとなった。

京大波報6794 

京都市地域の製材業の現況

1 . 概 要

平成5年米現在，京都市には71の製材工場が存在している。これらについて，行政区別に工場

数および紫材入荷麓，問・構成比，出力階}欝別工場数合みたものがき俊一 lである。工場数が最も

多いのは右京院で28工場，次いで中京思12工場，伏見舷10工場，南思 6工場となっており，その

他の区は 4工場以下となっている。このように京都市における製材工場の分布は備りを持ってお

り，金工場数71の70%以上にあたる50工場が右京区，中京区， tた見毘の 3慌に集中している。こ

れら 3区は離蛾，守二本，伏見という戦前から活発に製材業が行われてきた地域を包含する区であ

り，現在においても製材工場が集中している地域である。

淡材入荷;捻と出力階j湧別工場数(拶成5年)

出力l階隠別工場数

淡-1 

構成比

(%) 

終材入荷;後

un') 

工場数地域

北区 275 

上京阪 2 1，170 

左京区 4 7，632 

中京区 12 17，904 

*山区 1 59 

下京区 4 558 

F特 区 6 9，714 

お京区 28 61，876 

伏見区 10 7，564 

山科ぽ 500 

商家Ri 2 7，078 

誇ト 71 114，330 100.0 

資料:製材工場基礎翻主主(近総長是政均統計情報i世帯)

波:怨欄は Oである。
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ところが，製材工場への紫材入荷撃をみると，右京E去の占める割合がーj欝高くなる。表-1よ

り京都市への索材入荷盛の54%が右京芭の製材工場に入荷していることがわかる。中京区の製材

工場にも16%が入荷しているが，布京区に比べるとその盤は 3分の l以下であり，その他の区は

10%未満となっている。また，出力数が75kwを紹える比較的規模の大きな工場がお京毘に築中

している。このように右京区すなわち髄峨地域は，京都市の製材業の中心地域となっているので

ある。

次に，京都市においてどのような樹穣や種類の原木が製材されているかをみることにする。袋

一2は京都市への紫材入荷量まを行政産別，留農材・外材加に表したものである。これをみると，

国産材紫材入荷数の65%が右京区に入荷しており，関産材に関してはi踏i畿地域の占める割合が特

に高しユ。

淡-2 関経材・外;材別幾材入荷激(平成5年)
(m'，%) 
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1.3 10む.0

5.4 64.6 

16.3 83.9 

0.1 100.0 

下京区 558 123 0.6 435 0.5 

1穂区 9，714 200 0.9 9，514 10.3 

お京区 61，876 14，346 64.5 47，530 51.6 

伏見区 7，564 1，630 7.3 5，934 6.4 

山科区 500 500 0.5 

E5京区 7，078 345 1.6 6，733 7.3 

告l' 114，330 22，227 100.0 92，103 100.0 

資料:製材工場議礎調資(近燦燦政局統計悩報部)

桧:問捻混入により!有数の京JIま合計に一致しない場合がある。

空欄は Oである。
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淡-3 外材の樹事llJJU i*J ~R (玉F・j災5年)

また，外;持比務をみると，

各区とも商く，京都市全体

の外材比事は81%と，全開

平均の66%(平成 4年)に

比べてかなりi向い。表-3

は京都市に入荷している外

材の種類別内訳をみたもの

であるが，米材の比率が

93%と向く，北洋材等その

他の翻案誌の外材はほとんど

製材されていない。このよ

うに京都市では外材比率が

i惑いが，その原木種類には

偏りがみられる。

以上より，現在の京都市

における製材業の特徴とし

北区 275 

(m') 

地域 合計 I潟洋材 (ラワン) 米材 ~t洋材 NZ材 そのfl!L

上京区 1，170 170 

左京区 4，930 

中京区 15，023 250 

東山際 59 21 

下京区 435 49 

南区 9，514 400 

お京区 47，530 1，322 

伏見l?S. 5，934 403 

山科区 500 50 

pjj京協 6，733 15 

275 

170 1，000 

4.930 

250 13，593 

21 8 

49 386 

8，884 

445 45，103 

403 5，346 

50 450 

15 5，528 

苦i・ 92，103 2，680 1，403 85，503 

資料:製材工場怒泌総資(近後際政局統計情報部)

波:(ラワン)は南洋材の内数である。

2営者却は Oである。
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ては，第 1にお京区(嵯峨地域)に工場が集中していること，第2に外材比率が商いこと，第3

に外材原木に占める米材の比務が高いことの 3点が指摘できる。

2. 類型区分

聞き取り誠査結果および平成5年製材工場基礎調査より，京都市の製材工場の類型底分を行い，

類鍛ごとに経営の特徴をみることにする。

京都市には平成 5年米現在71の製材工場があり， 11.4万出?の原水を消費している。平均原木消

費設は約1，600m'となるが，実際は年間原水消費設1，000m'米満の小規模工場が大多数を占めてい

る。聞き取り調室をから，年間原水消費設が3，000m'クラス以上の比較的大規模な工場は12社脱皮

存在すると推測されるが，これらの工場の総原木消費量;は 5万Iがを超えており，京都市における

製材郎原木消費援の半数をこれらの比較的大規模な工場が消費している。また，これら以外の工

場をみると， 1，500"-'2， OOOm'クラスの中規模工場が10程度あり，その他約50の工場は1，000m'未

満の小規模工場となっている。

製材工場は，製材品を間賠・小売j苫や納材業者へ出荷するタイプと，自家加工および製品仕入

れによって住宅一戸分の部材・を取り揃え大工・工務j苫へと販売するタイプの 2種類に大別できる

が，本報告ではl前者を単に製材工場，後者を小売製材と呼ぶことにする。工場数では小宛製材が

8割と多数を占めるが，紫材消按E設に関しては 5制とシェアーは小さくなる。つまり，小売製材

には原木消費設の少ない小規模工場が多く，製材工場には紫材?待費裁の多い中・大規模工場が多

いのである。

さらに，製材品悶をみると，小売製材の場合は米マツ横梨材を主体とした外材・閤態材非規格

品を製材している。一方，製材工場は米マツで横架材やプレハブ用材を主体に製材するもの，外

材良質材から造作材や内装材を製材する

もの，閤腔材からゴ1.;規格品を中心とした

受控J討を製材するもの等いくつかのタイ

プの工場が存在する。

以上より，京都市における製材工場の

類型区分とその経営の特徴は表-4のよ

うになる。

淡-4 製材工場の分類とその特徴

綴迎 支援出荷允 製材樹綴 -Aも隠

米?ツ後合主主 !日，l~誌・小売'J[ 米マツ械製材，プレハブ)fj;材

樹液jオ球内製 i渇鐙・小宛j自 悶波材受注品

タキ材化粧材盟 関!殴・小売五百 i遺作材.1勾殺材，総J逸材

小売却 大工・工務'~f ~ミマツをめ心としたゴド綴絡品

交料:I紛き耳元り認~3Jをより作成

戦後の京都市地域の製材業

1. 時期限分

戦後約50年間の京都市地域の製材識の変遷過艇は 4j羽に!差分される。以下，国産材主導期(終

戦~昭和40年代初頭).外材主導期(昭和40年代初頭~昭和40年代未)，第 1次淘汰期(昭和40年

代未~昭和60年代初頭).第 2次湖汰期(昭和60年代初践以降)の 4期に分けて，戦後の京都市

地域の製材業の変遷とその袈図を述べる。

2. 国産材主導期(終戦~昭和40年代初頭)

昭和21年に京都地方木村・株式会社が解散となったため，各製材工場はもとの所有者に苑り演さ

れ，個人操業安始める工場が現れた。しかしながら，昭和例年末までは製材を行うには許可が必

要で、あっただけでなく，原木の仕入れにも制約があったので，実質的には統制状態が続いた。一

方，京都市は戦災にあわなかったため市内の木材錦絵はそれほど遜迫した状況になかった。その



ため，昭和24年までは戦前に設立された工場のいくつかが操業を再開した粧!度で，製材はそれほ

ど活発には行われなかった。

ところが，木材統制が撤廃となり自由に原木の入手や製材品の販売が可能になった昭和25年以

降，嵯峨地域をt:t心に京都市の製材・業界は急速に活性化し，昭和40年代半ばまで発撰そ続けた。

京都市製材業が大きく発践できた嬰閣としては，第 lに周辺地域の大きな製材品需要と結びつ

き製材品の販路に事欠かなかったこと，第2に原木が比較的容易に，かつ基金簡に入手できたこと

があげられる。

京都市は戦災にあわなかったため，終戦直後においては製材品論要はそれほど多くはなかった。

しかしながら，大阪という…大消費地の隣接地域であったために，仮設用材を主体とした大阪の

製材品縛墜と結びつくことが可能であった。また，昭和30年代に入ると京都市においても住者建

築の増加に伴い製材品諮要は飛躍的に増大するとともに，その後も平治市を中心とした京都府:南

部地域や枚方市在中心とした大阪府北西部地域でも諮袈の大憾な拡大がみられた。このように京

都市の製材撲は大阪の佼設用材嬬袈や京都市およびその周辺地域の住宅用材需要(翻-1参照)

と結びつき，製材品の販路を確保することができたのである。

とはいえ，製材品穏婆が旺盛で、あっても原木入手が関難であれば製材業の発展はありえない。

この原木入手という点に関しでも京都市は髄れた条件を備えていた。すなわち，周辺地域に盟議

な森林資掠が待在するとともに，原木市宛rlJ場も数多く存在し，製材工場への原木供給が円滑に

行われたのである。

戦争Iゃに乱獲されたとはいうものの，京都市の北方にイ立躍する北桑田郡や船井郡等の京都府中

部地域には，スギを主体とする農協な人工林・天然林資源が存在し，活発な紫材生産が行われた。

そして，この地域で伐採された原木の大半は京都市の製材工場あるいは原木m売市場へと出荷さ

れた。また，京都府中部地域に比べれば量的には少ないものの，京都府北部地域，京都府南部地

域，兵隣県，滋賀県といった周辺地域にも森林資源が存在し，これらの地域で伐採された原木も

少なからず京都市へと出荷された。そのため，京都市には最壌に製材用原水が供給されたのであ

る。儲一 2は京都j府荷の諜材材-生麗議および

これをみると，昭和30年代までは，京都府tでは活発な潔材生産が行われ，かなりの議;の悶鹿材原

水が京都市へと挟給されていたことがわかる。

さらに，昭和20年代の後半か

ら昭和30年代初頭にかけての僅

かな期間に，京都市内では次々

と原木市ラ宮市場が開設され，そ

の数は10社以上にのぼった。こ

れにより立木関いができないよ

うな資金力の小さな小規模製材

工場も務易に原木を入手できる

ようになった。そのため昭和初

年代後半から京都市の製材工場

数は急増した。また，立木関い

を行ったり素材生産灘者から直

接原木を購入していた資金力の

ある比較的大規模な製材工場に

とっても，市場資いができるよ
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関一 1 京都市およびその潟辺地域における木巡慾築物務ヱ床街綴の推移

資料:主主築統計ー年報(建設後主主殺総務局)



'95 

うになり，安定した原木調達が

可能となった。

このように京都市の製材業は，

第 1に周辺地域から盤露に原木

が供給されたこと，第2にそれ

を効率的に製材工場に配分する

原木市売市場が発逮したこと，

そして第3に周辺地域にi在盛な

製材品鰭婆が存在したこと，と

いう 3つの好条件が讃なったこ

とにより大きく発展しえたので

ある。

ここまでは国産材主導期にお

ける京都市製材業全体の様子を

みてきた。以下では，京都市に
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図-2 J.京都府の淡材生緩鐙およひ.京都市への悶緩材蓄を材入荷設の推移

資料:木材綴給報告機{燦林水産詰省統計'悩報部)

京都府幾林水緩統計年報{燦林水波翁統誇卜情報部)
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おいて実際にどのような製材経営が行われたかをみる。

先に述べたように，戦前期においては主たる原木輸送手段が鉄道，筏，船であったために，製

材工場は嵯i峨，千本，伏見の 3地域に集1やして存在していた。戦後もこれら 3地域に製材工場が

まとまって存在したが，昭和20年代半ば以降になると，これら 3地域以外の地域にも工場(その

ほとんどは小売製材であった)が数多く開設されるようになった。その要因としては，第 1にト

ラックが普及したことにより，箆主主・筏・船の到饗点付近に立地する必要がなくなったこと，第

2に原木市売市場が数多く開設されたことにより，資本力の小さな製材工場でも原木が響易に入

手できるようになったことが挙げられる。

また，伏見地域の工場は，外材の輸入がストップしたために国産材を製材しなければならなく

なったが，小苑製材イ七ずることにより急増していた京都府南部地域や大阪府北西部地域の住宅建

築用材幣袈と結びつき，生産i設を増加させた。

京都市地域の製材業はこうした再編の過程を経て，昭和30年代に入ると，陸臨地域，千本地域，

伏見を中心とした睦i峨・千本以外の地域(以下ではf伏見その{也の地域Jと呼ぶことにする)にお

いてそれぞれ特徴ある経営が行われるようになった。 i鞍i峨地域では主として仮設用材が縫産され，

大販を中心とした問躍・小売j宙・納材業者へと出荷されていた。一方，千本地域では主として!日

市内の柱宅(町屋)向けの比較的高級な…般建築用材が生産され，京都の間態・小売jおへと出荷

されていた。また，伏見その{也の地域では一般建築用材が製材され，地先や周辺地域の大工・工

務j吉へと販売されていた。

3. タト材主導期(昭和40年代初頭~昭和40年代米)

外材主導期において京都市製材難に生じた大きな変化としては，第 1に外材化が進行したこと，

第 2にi詣皇室材原木の入手先として原木市売市場のウェイトが高まったこと，第 3に製材品生産設

が増加から減少に転じたことが挙げられる。

京都市においては昭和30年代未から昭和40年代初頭にかけて怒速に製材用原木の外材化が進行

し，昭和40年代初頭に製材用原木に占める外材の比率が50%を上回った。そして，その後も外材

比率は上昇を続け，昭和40年代未には75%以上にまで逮した。このように態速に外材化が進行し

た袈閣としては，第 lに製材品欝援が増加し続けるゆで製材工場が議産化を指向したにもかかわ
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らず，関蔵材原木の供給量が減少するとともに価格も上昇したために，原木入手が鴎難となった

こと，第2に潜潟地域で製材された外材製品が移入されるようになり，それに対抗すべく外材専

門の大型工場が開設されたことが挙げられる。

袋一 5は京都市の製材工場への外材入荷

とその内訳の推移をみたものである。こ

れより外材主導期に京都市の製材工場へ入

荷した外材は，会長材，北洋材，ラワンの 3

種類が中心であったことがわかる。これら

外材は樹極によりその用途が大きく異なる。

米ツガは角類や内装材に，米マツは鍛・桁

といった横製材に，北洋材は板類や小翻類

に，ラワンは数賭や階段板といった内装材

き健一 5 外材入荷数とその内訳の推移
(ごF-m')

年次 総数 ラワン 米材 北~(l材その他

昭和36 72 35 23 9 

43 261 48 115 86 

47 286 44 113 109 

平成 5 92 1 86 2 

4 

12 

20 

資料:京都府淡林水滋統計年報(燦やFJ]<U設省統語十情報官s)

製材工場基礎総資(近畿淡政均統計情報告11)

に主として利用される。つまり，主力とする製材品が奨なれば，主要原木も輿なることになる。

国産材主導期に京都市で製材されていた樹績はスギであり，型枠板，サン木，パタ角といった

佼設用材や板類・小翻鎖を中心とした一般建築用材に加工されていた。こういった製品を製材し

ていた工場は，スギの代替材として北洋材を製材するようになった。そのため，スギの供給設減

少と価格高騰に停って，北洋材の入荷裁は増加していった。また，地マツ(国産のマツ)は梁・

桁といった一般建築用材や製歯周材に製材されていた。こういった製品を製材していた工場は，

地マツの減少に仲い，代替材として，梁・桁用には米マツを，製商用材用には北洋材を製材する

ようになった。つまり，北洋材製品や米マツ製品は従来から生臆されていた製材品の代替製品と

なったのである。一方，米ツガやラワンといった並材や，盤的には少ないもののノーブルやスプ

Jレースといった化粧性を有する良質材は，開腹材製品の代替材として製材されるようになった樹

離であった。米ツガはすでに港潟地域の大規模製材工場で効務的生産が行われており，小規模工

場がこれを製材することはコスト的に伍倒的に不利であった。そのため，京都市においては新た

に米ツガ専門の大製外材工場が開設され，米ツガのほとんどはこれらの大規模工場で製材された。

また，ノーブル，スプJレースといった良質材およびラワン材は大掻材であったために，これらを

製材するためには大型の製材機が必要であった。そのため千本地域の大型製材機を有する工場が

製材，大割りして，関屋・小売j古や製材工場へと出荷していた。

次に第2の変化，すなわち毘j議材原木流通の変化について述べることにしよう。国産材主導期

においては比較的大規棋な工場の藤木入手方法は，紫材生産業者からの直接購入や立木賢いが中

心であった。そのため，腹水市路市場を経由して製材工場へと流通する原木の割合はそれほど多

くなかった。ところが，これらの工場は外材主導期においては主として外材を製材するようにな

ったため，国綾材は注文に応じて，あるいは特定の部材に限って副次的に製材されるようになっ

た。そのため，原木入手先は必要な原木のみを必袈なだけ仕入れることが可能な原木市売市場へ

と紙換された。こうして京都市の製材工場へと入荷する国産材原木のほとんどが，原水市売市場

を経由するようになったのである。

最後に，第3の変化，すなわち製材品生隆盛が増加から減少に転じたことについてみてみよう。

表-6は京都市の製材工場について，紫材・入荷総裁および出力階層別工場数，平均動力数，平均

紫材入荷縫の推移をみたものである。これによると，動力数75kw以上の比較的大規模な工場が

増加し， 75 kw米構の中小規模の工場が減少している。また，平均動力数が増加している。これ

らのことから，製材機の更新・嶋設やラインの合理化といった盤産効帯化の努力がなされたこと

がうかがわれる。しかしながら，幣袈増大燃であった(随一 1参照)にもかかわらず，平均紫材
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炎-6 ~建材工場の規模の披移

年次 淡材入 出力j機関別工場数 平均 平均

荷総i設 合計 7.5… 22.5- 37.5- 75- 150- 動力数入荷放
(二fm') (kW) 22.5 37.5 75 150 (附) (m') 

1I{:ifIl43 441 243 84 81 66 9 3 34.9 1，815 

44 484 227 76 75 59 11 6 40.5 2，132 

45 490 224 69 66 69 13 7 40.8 2，188 

46 412 220 68 60 69 15 8 44.3 1，873 

47 380 190 61 44 61 14 10 50.4 2，000 

資料:京都府J没林*ili'f統計年綴(段林水波翁統計‘情報部)

入荷設は昭和441ド以降停滞傾向で推移し，紫材入荷総;設にいたっては昭手1146年以降顕著に減少し

ている。

これには 3つのlB!悶がある。第 lの要閣は{面絡競争力を持った港湾外材製品やi認股材陵地製材

15占の流入力が大きくなったことである。昭幸1130年代後半から全国各地の外材輸入潜に外材産地

が形成され，これらの1湿地で製材された製材品が消費地において流通ずるようになった。京都市

においても昭和初年代米頃から和歌山路で生産された潜湾外材製品(米ツガ)が流入するように

なった。また，昭和40年代の半ばからは予定作材などのi護l産材産地製材品も流入するようになった。

製材底地の製材工場は噂門化ずることにより高い生産性そ有していた。…方，京都市の製材工場

には多品穏の製品を製材す謝る工場が多く，生産性の点ではimJil!製材工場に比べ劣っていた。その

ため，京都市で製材された製品は，館H名競争力の低いものから)1践に市場から駆逐されていった。

特に，住宅一戸前の部材を…趨り製材していたために生産性が低かった小苑製材は，規格品につ

いては仕入れ販苑する傾向が強まり，製材品生産設を急激にイ底下させていった。諮喜怒が拡大して

いたため，仕入れ販売に力を入れ売り上げを伸ばした方が，より大きな利益を生む可能性があっ

たと解釈できる。

第 2の要因は型枠板が合板によって急速に代替され幣袈が激減したことである。間一 3に示し

たように，昭和40年代に入って型枠用合板の生態裁は飛躍的に増大し，それに伴って型枠板は市

場から駆逐されていった。その

ため，摺枠板を主たる製材品と

していた製材工場は金牒2設を大

きく低下させるとともに，一般

建築用材の生産に力を入れるよ

うになり，製材・品出荷先も京都

市内が中心となっていった。

そして，第3の要i翠は，

工場が京都市外へ移転するよう

になったことである。個i格競争

力を持った地地域製材品の流入

任力がi高まったとはいえ，京都

市の製材品嬬嬰は増加を続けて

いたので，生援の効率化により

側格競争力をもてば，京都市の

製材工場で抜競される製材品も

{百万枚)
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Ijg]-3 会凶のコンクリート却枠汗j合板余波数の挽移

資料:合板七十五年史(日本合板工業組合迎合会)

主主:ゑ1夜放はiヨ*合板工議定組合加lJtLI:場の生産j還の合計‘であるo

コンクリ…ト型枠用合板 1枚のサイズは90cmx 180Clll x 12mmである。
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ili:場を獲得することが可能で、あった。こうした状況の中で，椴駆的に生競の効準化をはかる工場

もみられ，そのIごいにはより広い数地を求めて市外に工場を移転あるいは増設する工場がみられた

のである。

以上のように，京都市の製材業は，外材化の進行と他地域製材品の流入の中で，製材品沼を変

化させるとともに，生産;肢を低下させていった。その結泉，米ツガ角類生躍を主体とする大規模

外材工場去はじめ，北洋材小制・椴鍛および米マツ横梨材生肢を主体とする比較的大規模な外材

工場，注文材を主体に国成材中心に製材を行う中小規模工場，国賭材と外材を併用し板・小割鍛

や非規格品そ主体に製材する小売製材など，様々なグイプの工場が存在す織るようになった。

4. 第1次淘汰期(1昭和40年代末~昭和60年代1'VJ限)

第 1次淘汰期は，製材工場の淘汰と製材;規模の縮小が延長行し，京都市の製材品生産i設が大qi認に

減少していった時期であった。その要因は大きく 2つに分けられる。第 1は製材品諮裂の減少で

あり，第2は北洋材を中心とした他地域製材I誌の流入出力の高まりである。

まず，擬製:の減少についてみると，隠j-1に訴したように，京都市におりる製材i話器袈は第一

次オイルショックのために昭和48年から49年にかけて急務した。その後，少し持ちEましたが，第

ニ次オイルシ 3 ツクのために昭和54年以降は再び減少刻;融合し，昭和57年には最高時であったi昭

和47年の半分以下にまで減少した。

一方，地地域からの製材品移入についてみると，外材主導期において地地域から大設に移入さ

れたのは米ツガ角鍛やヒノキ役柱であったが，昭和40年代末頃からは港湾外材産地で北洋材が大

盤に製材されるようになり，小i~U~箆や板類を中心とした北洋材製品の供給庄力が高まった。

このように製材品幣裂の大i摘な減少と {也地域製材品の流入圧力の斑なる高まりが震なり合っ

たために，京都市の製材工場の多くは大きな打撃を受けた。そのため，全体的に生産規模の縮小

がみられた。また，廃業したり，仕入販路を主体とした小売製材へと変化する工場が数多くみら

れた。

米ツガ角類生産主E主体とする大規模工場は，諸袈が減少したために，潜j湾外材産地製材品との

競合が激しくなり，京都市およびその周辺にあった工場は全て閉鎖された。また，北洋材小自u• 
板娯や米マツ横製材を主体に製材していた比較的大規模な工場は，港湾地域からの北洋材製品の

流入圧力が高まったために，米マツ主体に製材を行うようになり，生産規模を縮小していった。

注文材を主体に悶産材中心に製材していた工場は，諮嬰の減少の中で，生産設を減少させていっ

た。また， 1:土入れ販売主体のいわゆる小売製材となったり，廃業するものが多くみられた。そし

て，盟践材と外材を静用し，板・小部j類や非規格品を主体に製材してきた小売製材は，港湾地域

からの北洋材製品の流入法力が高まったために，北洋材の製材をほとんど行わなくなり，米マツ

横架材やi調gg材非規格品を全体に製材ずるようになった。そのため，全体的に生産;数を慢下させ，

小売J;5イじしたり賎業したりする工場が数多くみられた。

以上より，第 l次淘汰期において京都市の製材品生産にみられた大きな変化としては，第 lに

米ツガ大規模工場が姿を消したこと，第 2に北洋材製品の生産議が大蝦に低下したこと，第 3に

国産材製品は校文材を除いてほとんど生産されなくなったことの 3点が挙げられる。

5. 第 2次淘汰期(f昭和60年代初頭~現在)

第一次淘汰期においては，製材品需要が大l舗に低下したことと，器湾外材産地から米ツガ角類

に力[1え北洋材椋・小蔀j類の流入圧力が高まったことにより，京都市の製材工場は米マツ横袈材お

よび非規格品へと製材品目を絞り，製材品生産盤をと低下させていった。昭和60年代に入っても議



102 京大淡幸田67 '95 

都市の製材品生産援は減少を続けた。

その要因としては，昭和60年代に入って港湾外材産地において米マツ横製材が生産されるよう

になったことが挙げられる。昭和50年代までは，会長マツ製品はその寸法規格の多様さから港関地

域ではほとんど製材されなかった。しかしながら，現地挽きの米ツガ角類が大設に輸入されるよ

うになり，園内の潜湾外材ヱ;場の中には主力製品を米ツガから米マツへと変更する工場が現れる

ようになった。その結果，米マツ横製材の流入圧力が高くなり，京都市の米マツ横架材生産経は

大きく減少した。

とはいえ，米マツの;場合は，米ツガや北洋材ーのように，京都市で生産されていた製材品のほと

んどが港湾外材綾地製材品に取って代わられるという事態は起こらなかった。これは横架材の寸

法規格の多様性によるところが大きい。梁や桁といった横粥材は，家の大きさや間取りによって

その長さや太さが様々に変化する。そのため，規格品だけでj捕える場合はそれほど多くなく，性

文品需要が残ることになる。こうした注文品は注文の単位が小さいだけでなく，迅速な納品も嬰

求されるので，地元の製材工場で製材されることになる。このような理由から，米マツ製品のす

べてが潜湾外材臆地製材品に駆逐されることはなかったのである。

しかしながら，地場の製材工場で生産された米マツ横製材製品に対する需饗は大幅に抵下した。

そのため，再び製材工場の淘汰が進行した。昭和50年代において米マツ横製材を生産していた工

場は，主として11段織地域にみられた問屋・小売結出荷を主体とした;議産工場と，市内各地にみら

れた大工・工務属施りを主体とした仁!::I/j、規模の小苑製材であった。前者のタイプの工場は，規格

品の販路を港湾外材産地製材品によって奪われたため，製材品生産盤そ低下させていき，小宛製

材化したり，廃業あるいは小売鹿イじするものが多くみられた。そのため，問屋・小売j高からの米

マツ横架材技文品を;讃躍する工場は幾つかの工場に絞られることとなった。一方，後者のタイプ

の工場も規格品に関しては販宛製1誌のほとんどを仕入れ販売するようになり，間態材・米マツ横

架材の非規格品のみを製材するようになっていった。また，牒議したり小売j吉化するものも多く

みられた。

こうして，京都市において米マツ横梨材を比較的盤産する工場は，際蛾地域に存殺する問屋・

小売腐を主体に出荷を行う 4工場のみとなった。これらの工場の米マツ横架材以外の製材品目を

みると 1工場を除いて全てプレハブ用材を生産している。このことから，米マツ横架材の他に，

プレハブ、用材という出荷翠の安定した製材品目を持つことにより，経営を安定イじさせ，米マツ横

蝦材住文品のま設定装工場として生き残ったことがわかる。

さらに，千本地域にあった比較的高級な毘建材技文品を主体に製材してきた工場も，諮要が減

少したためにほぼ姿を消した。これらの工場を文えてきたのは西陣や室町といった!日市内地域の

町庭向け註文品諮芸きであった。しかし，織物・染色濃界の紫気後退により，これらの地域の波文

品需要が大きく減少し，こうした工場は大きな打撃を受けたのである。

また，昭和50年代においては千本地域にはノーァソレ，スプノレースといった外材良資材から内装

材・を生躍するヱ場が数工場みられたが，内装材に加え建具用材を生産してきた l工場を除いては，

諮饗の減少により製材品生産裁を大きく低下させた。

こうして，現在，京都市においである程度活発な製材品生産を行う製材工場は， 1駿i農地域を中

心に存在する米マツ横架材を主体に注文生産する工場(4工場)，千本地域および在京阪に存在

する外材良質材を主体に内装材や態呉服材を説文生躍する工場(2工場)， 1駿i峨地域を中心に存

在する間態材専門工場(5工場)，小売製材その他 (5工場)の計15工場となった。なお，これ

らの工場が生産する製材品の大半が， I:~目躍・小売!i5や大工・工務j高からの法文品であり，見込み

生産はほとんどない。また，これら以外の約50工場は全て仕入れ販売主体の小予言製材となってい
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る。

|駿i戦地域への製材機能集中の袈図

製材品擦袈の減少や部i格競争力を持った飽地域製材品の流入j主力の高まりにより，現夜で、は京

都市の製材品腹設は，最盛期であった昭和45年の 4分の l以下にまで億下している。地域別に

みても.I嵯蛾，ニ!こ本，伏見その地の地域のいずれもが，それぞれ最盛期の 4分の 1から 5分の 1

組j支まで製材品抜競殺を低下させており，市内全域にわたって製材品生牒;肢の低下が起こったと

いえる。

しかし，京都市内で消費される地場製材品(京都市内で生産された製材品)に占める， I駿i峨地

域で生立をされた製材品の割合は上詳した。なぜなら，昭和40年代まではI犠|般地域の製材工場にlま

活発にfl':i外出荷を行うものが多くみられ，京都市内で消費されるものの割合が少なかったが，現

在で、は製材品の大部分を京都市内へと出荷しているからである。

|勝戦地域においては，昭和20年代中頃から昭和30年代未にかけて，製枠板やサン木，パタ角と

いった仮設用材・が遺産され，その大部分が大阪方i町へと出荷されていた。その後.r昭和40年代に

入ると型枠板の代替品として灘枠用合板が普及したことにより，鍛蛾地域の主要製材品のひとつ

であった型枠板の生産;誌は大きく低下した。しかし，主袈製材品目を北洋材・米マツの…般建築

用材に転換し，急速に増加を続けていた一般建築用材諮裂と結びつくことにより，雌i峨地域の製

材品生産;設はそれほど大きくは低下しなかった。また，…般建築用材へと主要製材品割安転換し

ていく中で，出荷先も京都市内の割合が徐々に高まっていった。

昭和50年代に入ると，港湾外材産地をはじめするfiT，地域の製材工場において，板・小割類やサ

ンオえといった北洋材製品が生産されるようになった。こうした価格競争力を持った製品の流入圧

力が高まったために， I犠蛾地域の北洋材製品は市場から駆避され，それに伴って大販方部への出

荷も激減した。また，騨~I峨地域全体でみれば生産裁は大きく低下したが，倒産材製品の生産裁は

それほど大幅には減少しなかった。そのため，倒産材製品が主製製材品のひとつとして議裂な位

を市めるようになった。

昭和50年代以降，京都市において製材されてきた主要製材品は米マツ横製材と悶麗材の注文品

である。これら京都市で生態される製材品の主要流通lレートは 2つある。第 1は，製材工場で生

産された製材品が間麗・小売践を通じて大工・工務胞に販売されるルートであり，第 2は，小売

製材で生態された製材品が大工・工務J諒へと直接に販売されるルートである。第2の流通Jレート

への製材品供給者，すなわち小売製材は市内各地に存夜しており，地域的偏りはあまり見られな

い。しかし，第 1の流通ルートへの製材品快給者，すなわち間態・小売j吉を主体に出荷を行う製

;材工場は鍛i峨地域に集中してる。そのため，京都市の製材品生鹿援を地域別に見ると， u経i収地域

の製材品生産裁が鮮を抜いて多くなっている。

かつては，間陸・小克服を主袈な製材品出荷先とする製材工場は，際戦地域だけでなく千本地

域にも多く存在した。しかしながら，昭和50年代以降は千本地域の製材工場数は急速に減少し，

主たる製材品出荷先が問躍・小克服であるような製材工場のほとんどがl嵯峨地域に存在するよう

になった。

このような響態が生じた畿も大きな要閣は， I睦織地域よりも千本地域のガが市街化の進行が早

かったことである。昭和30年代までは，駿l殴地域の工場数の方がかなり多かったとはいえ，雌i険

地域および千本地域にはともに数多くの関鹿・小兇jお出荷を主体とした製材続営そ行う工場が存

在していた。そして，鑑i峨地域の製材工場は改設用材に加え並物一般建築m材を主体に，千本地
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j或は注文品を中心とした比較的高級な…般建築用材を主体に，といったように京都市への製材品

供給に対しての役部分担がなされており，問地域の製材工場は活発な製材品生躍を行っていた。

その後，昭和30年代未明から，京都市の製材工場は急速に外材化していった。こうした状況の

中で，峨峨地域の製材工場は外材一般建築用材を主体に製材するようになり，製材品出荷先も京

都市内が中心となっていったのであるが，その一方で，千本地域ではほとんどの工場が外材の導

入を断念し，倒産材主体の製材が続けられた。

このように千本地域で倒産材主体の製材が続けられたのには 2つの袈闘がある。まず第 1の袈

閣は，遊離が狭かったために外材運搬用のトレーラーが乗り入れられなかったことである。そし

て第 2の要閣は，数i告の拡猿が翻難であったことである。守二本地域の製材工場は比較的高級な，

即ち付加価髄の大きな製材品を製材してきたために， I陸峨地域の工場に比べ生産規模が小さく，

敷地も狭かった。そのため，以前よりも付加価値の小さな外材一般建築用材を製材するとなると，

以前と悶じj民主主をあげようとすれば生臆規模を拡大しなければならず、 そのためには敷地を拡大

する必惑があった。ところが， I嵯峨地域に比べ市街イむの進行が早かった千本地域では，工場開辺

に既に住宅等が建てられており，敷地の拡大は磁縦であった。

こうして，峨峨地域では主として北洋材板・小劉類や米マツ横架材が生臆されるようになり，

千本地域では引き続き間膜材…般組終用材が生産された。これにより，悶燈・小売hぎを通じて流

通する地場製材品のうち，外材製品のほとんどが嵯峨地域で生産されるようになった。

さらに，昭和50年代に入ると千本地域の国蔵材製材品生産盤は急激に低下していった。これに

は2つの袈悶がある。まず第 lの嬰闘は，倒産材地場製材品の1踏襲の減少である。昭和48年の第

一次会イルショック以降，製材-品需要が急激に減少したために，昭和40年代半ばから既に流入圧

力が高まっていた英作材をはじめとする樹立主材接地製材・品との競合が激しくなり，倒格競争力の

低いi也i場製材f誌は駆逐されたのである。

そして，第 2の要閣は市街化の更なる進行により廃業する工場が数多く現れたことである。市

街化が進行すると，製;材工場経営を続けることにより得られる収入よりも，工場の敷地をマンシ

ョンや駐車場といった地用途に転換することによって得られる収入，すなわち機会費用の方がぬ.

くなるという状況が生じやすくなる。製材品生産盤が低下傾向にあった千本地域の工場では，こ

のような状況が起こりやすくなっていた。またこれに加え， !騒音や鴎;倹といった環境問題も生じ

るようになった。こうしたことから，千本地域の製材工場は相次いで鹿梁していった。

これに対して，雌i峨地域では市街化の進行が千本地域より遅れていたために，機会費用の増大

や環境問題の発生はあまりみられなかった。そして， I睦i峨地域の国産材工場は特定の樹揺のみを

取り扱い，なおかつ!広いこと場を確保してj京木を盟諸にストックずることにより，秘文品鴇嬰に迅

速に対応できる体11討をつくり上げていった。そのため，廃業する国産材工場はなく，讃的には減

少したものの京都市内の臨産材桂文品構袈の大部分を引き受けるようになったのである。

$
4山 と め

昭和40年代半ば以降，京都市の製材品生主主主設は減少そ続けてきた。これは，昭和30年代米から

は角頬を主体とした米ツガ製品，昭和40年代中頃からは役柱告と主体とした国産材産地製品，昭和

田年頃からは板・小翻鎖を主体とした北洋材製品，そして昭和60年頃からは米マツ横架材といっ

たように価格競争力を持った地地域製材品の移入;監がJI諜次増加したことと，製材品幣婆の減少が

援なったためであった。また，製材品生踏ま設の減少には 3 つの大きな波があった。昭和40~~代半

ばからの第一波では，米ツガ角類とヒノキ役柱の移入議増加により，角類の生産盤が低下した。
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昭和50年頃からの第ニ波では，北洋材板・小制額の移入致増加により，板・小割類の生産盤が低

下した。そして，昭和60年代初蹴からの第三波では，米マツ機製材の移入議増加により，米マツ

横架材の生産設が低下した。

このような製材ifh生態裁の激減は，地地域製材品との競合に敗れた結果と替えるが，地域製材

品の需要が減少する中で，京都市の製材工場開においても競合が生じた。

製;材工場は，伏見をはじめ市内各地の小売製材と， 1犠i俄・千本地域の製材工場に分けられる。

大工・工務胞に対して住宅一戸分の部材-を販売する小苑製材の場合は，自家加工麓を減少させて

も，仕入f設を増加させることにより販売殺を維持することが可能で，生産設の減少は収読の減少

とは臨結しない。また，逆に仕入販売援を増加させることにより，収読を!関加させることも可能

である。そのため，産地製材品が流入ずるようになると，急速に仕入販売主体の経営へと変化し，

~F規格i到のみを生践するようになっていった。

…方，河鹿・小売j百・納材業者へ出荷する製材工場の;場合は，製材品生態笠の減少は，売上の

減少に直結する。そのため，産地製材品流入の中で， g在地製材品と競合しない製品のみを生産す

ることを強いられた製材工場は，五いに限定された非規格品矯袈を取り合うこととなっ.た。

消費地における製材工場開の競合において，市街化の進行の影響は大きい。 m街化が進行する

と，製材工場経営を続けることにより得られる収入よりも，工場の敷地をマンションや駐率場に

転換することによって得られる収入，すなわち機会費用の方が高くなるという事態が進行し，そ

の結巣，製材機能を低下させ仕入販売主体の小苑製材となったり，木材識を廃業する者が多く現

れることになる。そして，このような娘向は，化粧材等のi寄付加価値製I誌の場合よりも，米マツ

横架材非規格15hや悶躍材~F規格品といった製品の場合の方が強くなる。また，十分な敷地を確保

できなければ，工場の生産性や受注材への対応速度といった点で，広い敷地を持つ工場に対して

不利となる。

このような市街化の影響が強く現れたのが，千本地域であった。その結果，市街イむの影響をあ

まり受けない外材化粧材工場のみが残ったのであるo これに対して，離峨地域では比較的市街化

の進行が遮れ，また，広い数i也も確保しやすかった。そのため，雌峨地域の工場は，工場規模を

拡大しプレハブ用材といった新たな品尽を手がけたり，原木のストックを競;蜜に持ち注文品需主主

に迅速に対応できる体制をつくったりと，経営安定化に向けた様々な展開が可能であった。この

ように千本地域において市街化が早く進行したことは，雌i峨地域の工場にとって有利な条件とな

った。これに加えて，雌蛾地域の製材工場が新たな需嬰と積極的に結びついていったことが，現

在i犠蛾地域に活発な製材加工;を行う製材工場が銀中していることの袈悶となっている。
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Resume 

In this paper we describ日thetransition of the lumber industry in Kyoto City，註ndnote the primary fac-

tors causing this transition. The results are as follows. 

(1) Th邑 inflowof competitively priced lumber， mainly pillars of Beitsuga (w日sternh巴mlock)and Hinoki 

(]apanese cypress)， from other regions have r日ducedlumber production in Kyoto City since 1971 despite 

the growing d巴mandfor lumb巴I¥

(2) The decrease in lumber pl・oductionafter th巴 oilcrisis in 1973 was caused by the inflow of competト

tively pl・icedlumber， mainly boarcl and scantlillg of Hokuyouzai (lo詰simported from Russia)， as well as a 

shm・pdecl間総 inthe demand for lumber・-

(3) The decr邑as巴 afterthe middle of th日， 80 s was caused by the inflow of standarcl beams of Beimat-

su(Douglas fir). 

(4) Earlier urbanization in th邑 Senbonarea than in th巴 Sagaar巴aancl the efforts of sawmi1ls in the 

Saga ar巴ato procluc巴 n也wproclucts faci!itatecl the convel双enc巴 oflumber procluction 011 the Saga ar巴a.




